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ちょうふの畑 その① 

北多摩病院の向かい側の販売所三ツ木ファーム

に並んでいる野菜は全部三ツ木さんの農地から採

れた物。昼前に伺ったのだが、売り切れになって

いる品が多く人気のお店だ。地産地消の良さは新

鮮さだけでなく、運送にかかるＣＯ2 排出の面か
らもエコにつながり、作り手と消費者の交流がﾞ

できるところ。美味しい食べ方も教えてくれる。 

甲州街道北側に広が

る三ツ木さんの畑。かな

りの広さに色々な野菜

がすくすくと育ってい

る。ざっと見回しても数

十種類はあるだろうか。

見たことの無い新しい

野菜も！ 
ここで育てられた野

菜は流通を通さず、全て

市内にある直営の店で

販売されるという。 

 

調布の自然 花 編 ドクダミ 

春の花が一段落すると雨に濡れた緑が一段と鮮やかに

なる季節です。こんな湿気の多い時期に咲く真っ白な花に

ドクダミがあります。ちょっとした空き地や日陰になった

庭の隅などに当たり前のように見られる花です。この花特

有の香りをきらう方も多いようですが、私にはなかなか良

い香りのように思えます。香りの元になっているデカノイ

ル-アセトアルデヒドという成分にはかなりの抗菌作用

があるそうですが、ドクダミにはそれ以外にも様々な効能

があるのは皆さんもご存知でしょう。別名「十薬」と言わ

れるゆえんです。 

先ほど「真っ白な花」と言いましたが正確には白い部分

は花びらではありません。 

総苞片と呼ばれる器官です 

が、よく見ると 4枚が同じ 

大きさではなく、何故か向 

かい合う 2枚が同じ大きさ 

で、あとの 2枚には大小が 

あります。そして中心の棒状のところに下から段々に花

びらの無い小さな花をたくさん咲かせます。中心の塔が

低いほど新しい花ということですね。 

葉っぱもハート型でとても可愛いのですが、私はドク

ダミをたくさん摘んだら葉っぱを落とした花束にする

ことがあります。こうするとジューンブライドにぴったり

の真っ白な可愛い花束ができますよ。（モニターNaoＫ） 

ピーマン      モモ        ナス 
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活 動 記 録 コーナー 

多摩川今昔⑦ 地元生まれの戸部英貞先生に、ちょっ

と昔の調布のようすを連載していた

だいています。 

帰 化 植 物  

 近年、帰化生物による生態系の乱れ

が問題になっているが、そもそも帰化

生物という言葉が使われる国は日本

を除いてそれほど多くはない。 

 欧米では、帰化植物を INVADER 

PLANTS(侵入植物 )と呼んでいる

が、国境線が陸地にある国々では、ど

れが侵入者であるかの区別は難しく、

我が国ほど厳密な区別はされていな

い。 

 四面を海で囲まれている我が国は、

氷河期に陸伝いに渡来した植物が、氷

河期が終わって陸地が切り離された

後、独自な進化を遂げたものも多く、

鎖国されていたこともあり、明治時代

までは外国からの植物が帰化するこ

とがほとんどなかった。 

 帰化植物の大半は、人為的要素が起

因した侵入植物で、その時代の海外と

の交流が大きく影響しているが、侵入

した時代が古く、明瞭な帰化記録が残

っていないものもある。 

 田畑に特有な見られる植物の多く

は、イネ、ムギなどが日本に伝播した

とき、種子に混入して渡来したと思わ

れる。イヌタデ、イヌビユ、クサネム、

エノキグサ、ナズナなどがそれで、史

前帰化と呼んでいる。 

 現在記録されている帰化植物は

800種以上とされ、その半分以上が第

２次大戦後に記録されたもので大都市

周辺の雑草の 80％以上が帰化植物で

あるが、多摩川河川敷の植物も例外で

はなく、貧栄養の砂礫の河川敷であっ

た時代には河原植物と呼ばれるカワラ

サイコ、カワラヨモギ、など名前に河

原の付いた植物がたくさん見られた

が、土が搬入され、河川が汚れ、富栄

◆カニ山の会 
5/9（土）晴れ 参加者 4名 

林内を回り点検。通路沿いの枝葉

がのびて、見通しが悪くなっている

のを確認し、通路沿枝葉刈払いを行

った。その他、雑然と積んである切

り落とし太枝の積み直し、林縁柵補

修や森入口付近の落枝製の人止柵

の結束し直し補修、堆肥置場囲いの

作成も行った。 

作業後、「もう少し朝早く、あるい

は弁当持ちで午後まで作業という

のもあっていい。今の対象範囲なら

これで足りるだろうが、年内に 1回

くらい午後までの作業があっても

いい。その場合は将来を見越して、

対象をカニ山の他の場所に拡げる

のもいいかもしれない。」という話

も出た。   （活動報告より） 

 

◆ 若葉の森の会 
4/12(日)参加者 4名 

・草刈り、ゴミの掘り出しを行いま

した。林床に陽が入った所には、草

花の新芽が出てきていました。 

4/16(木)参加者 4名 

・草刈り、シュロ・アオキの伐採。 

伐採した木、枝の片付け。 

 5/10(日)参加者 9名(新人 1名) 

・シュロ根の掘り出し、崖および階

段の土止め作業(木・枝の積み上げ) 

・落葉だめの位置を決定 

 5/21(木)参加者 3名 

・シュロ・アズマネ笹刈り、草刈り 

  第三緑地の活動も2年目に入りま

したが、まだ整備活動を行っている

状態です。シュロ根の掘り出しもコ

ツを覚え、手早く出来るようになり

ました。コツは伝えていきたいです

ね。 

 保全活動の目的や意義を会員で話

養化するに連れ、今までは育てな

かった植物が侵入し、生態系が変

化、欧米を原産とするクワモドキ、

アレチウリ、セイバンモロコシな

ど大形の帰化植物たちが取って代

わっている。 

 

し合う機会を増やし、各人が考えを

深める事も大切であると、改めて思

いました。  
休憩の時に崖上に腰を下ろし緑地

を抜ける心地よい風を感じる時、古

代の人の営みに思いを巡らせまし

た。（住田） 

 

 

◆ 環境モニター 
5／23（土）晴れ 参加者 10人 

今年度の第 1回目として、調布の

自然環境としての里山のなりたち、

特徴、国分寺崖線等について、戸部

先生の体験を交えながら解説が行

われた。 

6/3の多摩川土手下 

手前のヘラオオバコの他にはムラサ

キツメクサやハルジオンも花盛り 



 

    

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 
 

先生の体験を交えながら解説が行

われた。 

「・里山の樹木は、その種類が選ば

れて植えられたというよりも、管理

のしやすさなどから自然に現在の

樹種が多くなっていったと考えら

れる。 

・薪炭材を採るために人の手が入れ

られていた雑木林（里山）は、現在

では落ち葉の回収などが行われな

くなったため、土壌が肥沃になり、

植生に変化が起こっている。 

雑木林の管理は、木を切る、切ら

ないという形で対立が起こりやす

い。 

多摩川は時代が進むと共に、その

流れる範囲が狭められ、堤防が築か

れてきており、かつての河川敷（現

在の市民プールの周辺）では花が一

面に咲いているのが普通だった。」 

観察 

佐須ふれあいの家から佐須用水沿

いにカニ山までの観察を行った。 
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◆野川で遊ぶまちづくりの会 

田んぼの植物 （田んぼの学校から）  
６月初めの田植えに向けて、「田んぼの学校」の田んぼも準備が着々と

進んでいます。５月末には「荒起こし」が行われました。雑草天国だった

田んぼは耕されて、生えていた植物たちは土の中にすき込まれてしまいま

した。  

田んぼの中には今、苗床ですくすく育つイネ以外は、耕されなかったわ

ずかな部分に生えているスズメノテッポウくらいしか見当たりません。し

かし、耕されない田んぼの畦は、多年草の生育地です。私たちの田んぼで

は、ヘビイチゴ、カントウヨメナ、カラスビシャクなどが見られます。 

今はカラスビシャクが花盛り。緑色の地味な花ですが、形が変わってい 

佐須用水及び沿川の水田や畑等で

は、セリ、イヌノフグリ、ミソハギ（栽

培）ミクリ、キツネアザミなどの植物

と共に、アメリカザリガニなども観察

された。 

かに山では、市民により管理されて

いるエリアと野草園での観察が中心

に行われた。（活動報告より） 

ます。鎌首もたげたコブラのよう

な形の花で、そこから長い舌まで

出ています。畑の雑草として普通

に見られるものだそうですが、調

布の畑ではあまり見かけたことが

ありません。カラスビシャクとは

カラスの柄杓（ひしゃく）の意味

です。 

カラスも今、子育ての時期でし

ょうか。この小さな柄杓で水をく

んでヒナたちに運んでいたら面白

いですね。（たんぼの学校 Y.I.） 
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4 月 19 日、参加者 7人で方形枠調

査とアジサイの剪定を行いました。暖

 

◆入間・樹林の会 

かくなってきたので春の花を期待し

ましたが、目立ったのはシャガの群

落くらいでした。しかし、キンラン、

ウラシマソウ、キランソウ、タチツ

ボスミレ、ムラサキケマン、オニタ

ビラコなどを観察。工事でＮＴＴ社

宅跡から移植したニリンソウは、開

花はしていなかったものの活着して

いるようで来年が楽しみです。 

公園化されたことで人の出入りの

機会が多くなりごみも増えていま

す。また、ブルーシートも奥にあり

ホームレスの人が使っていたのでし

ょうか。市の張り紙があったので出

て行かれたようですが、今後の管理

についても市と連携していく必要が

あります。 

5 月 17 日、朝にはあがったもの

の前日からの雨のせいか参加は 4人

でしたが、シュロを 1本伐採、さら

に民家横の三角地（横が現在空き地

のため目立つ）の下草刈りをしまし

た。蒸し暑くもなく、作業にはちょ

うど良い天気でつい頑張りすぎ、な

かなか終われませんでした。久しぶ

りに爽やかで心地よかったとの感想

です。花は、ガマズミ、オニタビラ

コ、アオオニタビラコ、ハルジオン、

ツルニチニチソウ、カタバミ、ユキ

ノシタ、林縁にドクダミの白い花が

きれいに咲き、大きなヘビイチゴの

赤い実が目をひきました。（安部記） 

活 動 記 録 コーナー 



 

 

 

  

                    

    

 

 

     

    

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ～ 今年もやります！東京の生きもの調査 ～ 

第 2弾 

カブトムシ・クワガタ・オニヤンマを見つけよう 
日 時：７月 1８日(土)9：30～13：00  ※荒天 7／19(日)に順延  

集合場所：調布市自然広場（野草園駐輪場） 

調査場所 深大寺自然広場・かに山周辺、後半：谷戸・田んぼ 

講 師 石川和宏氏（テレビチャンピオン決勝出場/環境調査員/環境モニター） 

講 師 宮治隆博氏（自然保護協会自然観察指導員）         

定 員 20組の親子（先着順） 

* 服装 長袖長ズボン 
    *5保険料 １人 100円  

* 参加費は無料 
主 催：東京の生き物環境調査・ 

調布実行委員会 

問合せ：TEL：042-487-0330（荒木） 

FAX：042-486-0625（江刺） (江刺) 
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☆ 環境市民 エコ活動カレンダー ＆ おしらせ ☆      

市民発   ちょうふの自然だより   

Schedule  Schedule  全ての会でメンバー随時募集中！Schedule  Schedule  
Schedule Schedule 

発行：ちょうふ環境市民会議 ☆☆☆原稿募集☆☆☆ 

この「自然だより」は旧ちょうふ環境市民懇談会が発

展的に解散し、新たに「環境市民会議」設立に向けて

活動を継続したのを受けて、ちょうふ環境市民会議準

備会が発行を継続。これまでの毎月発行から隔月発行

に変更しました。 

 に変更しました。現在、２００９年３月１５日設立さ

れた「ちょうふ環境市民会議・広報部会が編集発行して

います。調布の自然情報がつまった「自然だより」です。

あなたの“ちょこっとエコ応援”をまっています。 

 

原則毎月第 2 土曜に深大寺自然広場東

樹林の保全活動を行っています。参加希

望の方は集合場所（野草園横）へ直接お

いで下さい。 

年会費５００円＋保険料 

● 6/13（土）10:00～12:00  

/下草刈りなど。 

● 7/11（土）10:00～12:00  

/樹林の保全活動 

問合せ  ちょうふ環境市民会議・事務局

（FAX：042-4８６-０６２５）へ 

 

6/27（土） 

問合せ：緑と公園課 042-481-7083 

 

原則毎月第 3日曜に活動しています。参

加希望の方は直接入間地域福祉センタ

ーへおいで下さい。 

● 6/21（日）９ :３0～12:00 

/樹林の保全活動 

● 7/19（日）９ :３0～12:00 

/樹林の保全活動 

問合せ 

環境政策課 042-481-7086 

または緑と公園課 481-7083 

 
 
原則毎月第 2 日曜に若葉町第 3 緑地で

保全活動を行っています。参加希望の方

は直接集合場所入間地域福祉センター

へおいで下さい。 

●6/14（日）10:00～12:00 

●7/12（日）10:00～ 12:00 

/各回とも樹林の保全活動 

詳細は環境政策課042-481-7086へ 

 

 

●6/14（日）11:00～  

映写会（演目未定） 

場所 世田谷トラストシアタールーム  

●7/11（土） 

野川清掃 

10:00カワセミ館集合 

問合せ：070-5566-3437（大山） 

http://www.ne.jp/asahi/nogawa/hake/ 

 入会方法： HP のメールから、または
イベント等随時（入会金 2000円） 

今回の散策参加：希望者はカワセミ館に

直接集合（その場で参加登録） 

◆カニ山の会 ◆入間・樹林の会 

◆環境モニター 

◆野川とハケの森の会 

がんばれ！ 
緑のカーテン 

「ちょうふ環境市民会議」では夏

の暑さをのりきるエコ対策として今

年、緑のカーテンの普及に力を入れ

ています。 

 インゲンや朝顔と比べゴーヤの発

芽率が悪かったのですが、1 面にあ

る三ツ木ファームの社長さんに聞い

たところ、「ゴーヤは種の皮が硬いの

で撒く前に 2～3 日は水に漬けてお

いた方がいい」とのこと。 

来年は発芽率 100％目指します！ 

  

【編集後記】 ★右上の写真は我が家

のゴーヤ。楽しみながらエコができる、

うまく育つといいなあ。調布産野菜も美

味しく食べてエコができるといいこと

づくめ（鍜治）。★5/9のアースデと、

6/9 の市環境フェア用の苗作りで毎日

ベランダで水遣りのガーデナー生活を

満喫?! もう直ぐ梅雨ですね（江刺）。 

◆調布ごみ市民会議 
 

●6/20（土）10：30～12：30 

上手な堆肥の作り方講習会 

場所 たづくり 301・302会議室 

問合せ 042‐488‐9361 (今村) 

 

◆若葉の森の会 


